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１．はじめに 

図－１  立地点付近の土地用途の概況 

 

2000年6月に大規模小売店舗立地法(以下、大店立地

法)が施行された。これにより、店舗面積1000㎡を超え

る大型店は、来客、物流などによる交通・環境問題等が

周辺生活環境へ及ぼす影響を把握し、適切な対応をとら

なければならなくなった。このため、大型店側は周辺地

域への影響を把握するための事前調査・評価を行い，届

出書を提出することが義務づけられた1)。 

さらに、平成17年3月には「大規模小売店舗を設置す

る者が配慮すべき事項に関する指針」が変更された2)。

この中の交通関係では、ピーク率や自動車分担率の原単

位などが低減・修正された。ここでも、「(1)駐車需要

の充足等交通に係る事項」について、「（途中省略）ま

た、設置者はこのような検討の基本となる周辺の交通状

況に関するデータ等を含め、設置者としての取組の全体

像を地域の住民等に対して充分に説明することが必要で

ある。さらに、大規模小売店舗の立地により新たに発生

する来客の自動車の交通が周辺道路における交通に著し

い影響を与えるおそれがあると見込まれる場合には、設

置者は、駐車場の分散確保、経路の設定等講じようとす

る以下の対応策の事前評価を行うため、立地後の交通流

動を予測することが必要である。」と明記している。 
 しかし，長田ら3)や小林ら4)はミクロシミュレー

ションを用いた結果から、届出書に記載されてい

る交差点飽和度や混雑度などの算出結果だけでは

周辺交通への影響を十分に判断できないと述べて

いる。また大内田ら5)は、全国の大型商業店舗立

地審議会の役割や審議内容をアンケート調査して

いる。都道府県意見では駐車場関係の項目が多い

ことを指摘している。但し，これらは事後評価に

ついて乏しい。 

図－２  大型ＳＣまでの誘導路 

 本報告は、宮崎市の市街化調整区域に出店した大型シ

ョッピングセンターを事例として、周辺地域において出

店前後で実施した交通調査の速報である。また、その比

較を行うことにより、今後における大規模小売店舗審議

会における交通影響評価のあり方、およびこのための手

続きのあり方などの検討のための基礎データの蓄積を目

的とするものである。 
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２．調査の概要 



（１）調査地区 

写真－１ 無信号交差点(上流約側76ｍ) 

図－１に示す宮崎市の市街化調整区域に、2005年5月
19日に、売場面積60,000m2、駐車場4,070台を有するイ

オン宮崎ショッピングセンター（以下、大型ＳＣと記

す）が開店した。この西側（市内中心部方面）周辺地域

の用途は住居地域に指定されており、また立地地点に近

接して2つの病院（救急医療施設）があるために、交通

混雑・渋滞による生活環境への影響が計画当初から問題

視されていた。 

 

（２）調査の背景 

 交通に関しては事前協議などを通じて周辺地域の主要

交差点は改良されたが、「市郡医師会病院入口交差点」

および「中央市場西口交差点」の西側流入部は改良され

ず、出店者は運用指針に基づく配慮事項として図－２に

示す誘導路6)と交通整理員で対応することした。このこ

ともあり、宮崎県はこれらに関連した交通誘導対策につ

いて、以下の内容（他は省略）の意見7)を述べた。 

「宮崎市中心部から出店地に至る下記3経路について、

出店に伴い交通混雑が予想されるため、これに対する有

効な対策をあらたに講ずること。」 

①青葉町から「一ツ葉通線」を利用する経路 

②江平から下原通りを利用する経路 

写真－２ 信号交差点(上流約側196ｍ) ③江平から「江平一ツ葉線」を利用する経路 

 これら①～③の経路については図―１の①～③の番号

に該当する。 

図－３  市郡医師会病院入口交差点 

このようなことより、本研究では、上記の①と②の

路線について、大型ＳＣ周辺の交差点の交通調査を実施

した。具体的には、交通量がピークとなる日曜日の14時
～15時において、対象交差点の西側流入部を中心とした

交通量と滞留長を調査した。交通量はビデオカメラ3～4
台で，交差点の交通現象を撮影して交通量を読みとった。

滞留長は、各交差点の西側上流の滞留車の最後尾の地点

を地図に記録して整理した。 

東側流入部

(台／時間)

左折 直進 右折 合計 (対向)直進車 北側 南側

3月13日 93 48 121 262 44 2 6

3月27日 105 35 102 242 45 0 4

6月5日 42 122 102 266 111 33 193

6月19日 24 121 104 249 83 43 29

日付

西側流入部

(台／時間)

歩行者・自転車

(人(台)／時間)

表－１ 市郡医師会病院入口（東西方向交通量） 
 

３．調査結果と考察 

（１）市郡医師会病院入口交差点（経路③） 
１）大型ＳＣ開店前後の交通量 
 この交差点の概況を図－３に示す。南北の道路は片側

２車線であるが、西側流入部の道路幅員は約6mである。

また、上流部約76ｍには写真－１に示すように、信号が

設置されていない小さな交差点がある。さらに、市郡医

師会病院入口交差点から上流部約196ｍに信号交差点

（新別府交差点）があり、その上流は写真－２に示すよ

うに幅員約5mの狭幅員道路である。 
 表－１は、市郡医師会病院入口交差点における東西方

向の14時～15時の１時間自動車交通量である。西側流入

部の合計交通量の開店前後での変化は見られないが、左

折車が減少して、大型ＳＣ駐車場への直進交通量が増加 

している。なお、歩行者については、増加傾向が見て取

れる。 
 
２）大型ＳＣ開店後の交通状況（サイクル毎交通量） 
表－２は、市郡医師会病院入口交差点における東西

側流入部の右折車と対向直進車の信号1サイクルの平均

交通量である。右折車は、1サイクル当たり3台～5台程

度であり、あまり多くはない。しかし写真－３に示すよ

うに西側流入部は幅員が狭く、右折車が4台滞留すると



ボトルネックとなり、後続車の流入を妨げる。 

直進車 右折車 対向直進車 正常数
右折滞留

(渋滞)
直進躊躇 計

6月5日 3.3 4.3 4.7 170 6 1 0

6月12日 2.2 4.0 5.3 250 2 5 0

6月19日 4.9 3.7 3.3 340 5 2 0

6月26日 6.4 3.0 4.4 110 6 1 0

6月5日 5.0 4.0 3.7 220 4 2 0

6月12日 3.8 4.2 3.3 290 1 4 1

6月19日 4.3 5.0 2.8 400 3 3 0

6月26日 6.2 3.7 2.5 160 6 0 0

6月5日 4.9 3.4 5.3 360 3 4 0

6月12日 5.6 3.3 3.6 210 4 2 1

6月19日 5.6 3.6 3.1 420 5 2 0

6月26日 3.9 3.9 4.4 190 2 5 0

6月5日 5.8 4.0 3.2 400 6 0 0

6月12日 5.2 4.8 0.5 200 5 1 0

6月19日 3.7 3.8 3.5 430 1 4 1

6月26日 4.8 3.7 3.3 340 4 1 1

14:30

～14:45
7

14:45

～15:00
6

14:00

～14:15
7

14:15

～14:30
6

サイクル数

時間帯 観測日

交通量(台／サイクル)
平均滞留長

(m)

表－２ 市郡医師会病院入口（サイクル毎交通量） 

6月5日 6 0

6月12日 5 1

6月19日 4 2

6月26日 6 0

14 :45

～15:00
6

表の右側には、右折車が滞留してボトルネック状態

になった回数を記載している。例えば、14:00～14:15に
おける信号周期は約140秒であり、サイクル回数は7回で

あるが、右折車が滞留したサイクル回数は、6月5日から

6月26日まで、それぞれ１回、5回、2回、1回で合計9サ
イクルであり、全サイクル7×4日＝28回に占める割合

は9/28=32%となる。また15時に向けて、この割合は、

それぞれ9/24=38%、13/28=46%、6/24=25%となってお

り、右折車が原因で交通容量が低下している状況がかな

りの頻度で発生していることが窺える。 
 

（２）中央市場西口交差点の交通状況 
中央市場西口交差点における西側流入部には右折車

線が設置され、右折車については大きな問題はないと思

われる。そこで、大型ＳＣ駐車場方面（東部方面）のみ

の交通状況を表－３に示す。表の“直進車躊躇”とは、

大型ＳＣ駐車場への待機車が交差点まで溢れて、西側か

らの直進車が交差点への流入を躊躇した場合にカウント

したものである。 

正常数 直進躊躇 計

6月5日 7 0

6月12日 7 0

6月19日 4 3

6月26日 6 1

6月5日 6 0

6月12日 2 4

6月19日 0 6

6月26日 6 0

6月5日 6 1

6月12日 0 7

6月19日 2 5

6月26日 6 1

時間帯 観測日
サイクル数

14:30

～14:45
7

14 :00

～14:15
7

14 :15

～14:30
6

全体的には“正常”とカウントされたケースが多い

ものの、14:30～14:45の時間帯では、14/28=50%と半数

のサイクルで駐車場入庫待機車が交差点交通を阻害した

状況が発生している。 

表－３ 中央市場西口（直進躊躇サイクル数） 

 
（３）滞留・渋滞長 
１）市郡医師会病院入口交差点（経路③） 

図－４は、大型ＳＣ開店後の経路③の滞留・渋滞長

である。約150m～400ｍの滞留・渋滞長が発生している。

なお、5月22日は約1kmの渋滞長であったが、これは開

店直後の特異な状況あるので除外した。 
なお開店前においては、14時～15時の間に約100ｍ程

度の滞留長を観測することがあったが、いずれも1～2信
号サイクル程度で解消された。また、上流側の信号交差

点（新別府交差点）の信号サイクル長はC=54秒であり、

東西方向の青現時スプリットG/C=0.39である。一方、市

郡医師会病院入口のそれは、信号サイクル長はC=140秒
であり、東西方向の青現時スプリットG/C=0.23であるの

で、上流側の信号交差点（新別府交差点）がボトルネッ

クになっている状況ではないと判断できる。 

写真－３ 右折車によるボトルネックの状況 

なお、大型ＳＣの駐車場への待機車が市郡医師会病

院入口交差点内に溢れる状況が観測された場合には表－

３の“直進車躊躇”欄に記録したが、４日間合計で４サ

イクルしかなかった。このことから、市郡医師会交差点

の右折車が渋滞発生の主要な原因と考えられる。 
２）中央市場西口交差点（経路①） 
図－５は、経路①の中央市場西口交差点からの滞

留・渋滞長である。約200m～500ｍの滞留・渋滞長が発

生している。なお、5月22日は約2kmの渋滞長であった

が、特異日として除外した。 
この路線は両側に歩道も設置されている道路であるので、

上流側においては、経路③よりは交通安全上の問題は少

ないと考えられるが、このような状態が継続的に発生す

るのであれば問題である。 

 
４．まとめと課題 

１）大規模小売店舗立地法は、①駐車場の必要台数の確

保において、「設置者は、年間の平均的な休祭日のピー

ク1時間に予想される来客の自動車台数を基本とし
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図－４ 経路③（江平・一ツ葉線）の滞留・渋滞長 
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図－５ 経路①（青葉町・一ツ葉通線）の滞留・渋滞長 

て・・・必要な駐車台数を確保・・・」を要求している。  

本稿は、大型ＳＣの開店後約１ヶ月の周辺地区の交通状

況の調査結果の速報であるため，駐車台数に関して判断

するに至ることができなかった。 

したがって、開店後約１ヶ月の状況が、「年間の平

均的な休祭日・・」に該当するか否かなど、今後も継続

的に交通データを蓄積する必要がある。 

２）開店後 1 ヶ月という条件下ではあるが、宮崎

県大規模小売店舗立地審議会が対策を意見した 3
つの路線（道路）の中の 2 路線において、渋滞が

発生している。 

３）その内の 1 つは、大型ＳＣに隣接する交差点

の交通容量が届出時の予測より少ない可能性が高

い。この原因として、右折車の滞留に起因するボ

トルネックの発生が挙げられる。 

４）一方の交差点では、駐車場への入庫待機車

が交差点交通を阻害する状況が観測されたが、

大型ＳＣの対応策の効果の把握や交通現象につ

いての継続的な観測が必要である。 
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